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	8. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに　　　　違反、訴訟等の有無
	I. 事業所名　　　　　　　　株式会社　愛伸エージェンシー
	II. 代表者氏名　　　　　　　代表取締役　一柳　直広
	III. 所在地　　　　　　　　　名古屋市北区丸新町405番地
	IV. 事業内容　　　　　　　　損害保険、生命保険代理業
	V. 環境管理責任者　　　　　神戸　克仁
	VI. 連絡先等　　　　　　　  TEL052-901-5035
	（１）会社沿革
	1998年　２月　　　　　合資会社　愛伸エージェンシーとして設立
	200５年　９月　　　　　特級代理店種別認定
	2007年　7月　　　　　株式会社　愛伸エージェンシーに組織変更
	2007年　9月　　　　　現所在地に本店を移転する。
	（２）事業規模
	※上記事業年度は売上高のみ当社決算期間（期首１月より１年）
	３．対象範囲、レポートの対象期間及び発行日
	４．環境経営システムの実施体制図
	5. 環境経営目標（短期及び中期目標）　次年度以降分含む
	年間目標一覧表（総量及び原単位）202２年度～2024年度
	*グリーン購入は定着したので、環境経営目標からは除外する(方針を改定)。また、電力排出係数は2017年度調整後排出係数　0.472kg-CO2/kWh、ガソリン2.32kg-CO2/Lを使用　また、2017年度売上高60百万円。（都市ガスは、少量のため集計のみ）
	６. 環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容
	※ 次年度の取組について、環境に対する意識がかなり向上しているので、継続することとし、取組のステップアップのための「SDGsについての学習」に引き続き力を入れていく。
	当年度環境目標と実績(総量及び実績)
	(1) 電力使用量の削減(原単位)
	当年度目標値　１０１　kwh/百万円　　実績　１０５　kwh/百万円　　　対基準値削減率　-０.９４%
	売上は前年と横ばいとなりましたが、使用電力総量は新型コロナが落ち着いてきたことで、テレワークから通常出勤に変更したことで、増加となりました。今後も消灯・節電に心掛け削減に努めます。
	(2) ガソリン使用量の削減(原単位)
	当年度目標値　8１　Ｌ/百万円　　実績　　５９　Ｌ/百万円　　　　　　　　対基準削減率　-３０.５９%
	新型コロナが落ち着いてきたことで、面談手続きが増加してきましたが、会議・研修会などはオンラインが定着したことで、前年並みに削減できました。今後もオンラインを活用して、移動を少なくして、エコ運転を継続します。
	(3) ＣO2排出量の削減(原単位)
	当年度目標値　23６kg-CO2/百万円　実績　19８kg-CO2/百万円　　　　対基準削減率 　-１９.５１%
	総量、原単位とも達成できました。ガソリンの大幅削減による効果と思われます。今後も削減に努めます。
	(4) 廃棄物排出量の削減
	当年度目標値　　　　７１０　kg　　実績　　７７９　　㎏
	(5) 排水量の削減（節水）
	当年度目標値　　4６ｍ3　　実績　25　ｍ3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対基準削減率　-４７.９２%
	新型コロナが落ち着き、通常出勤になったが、目標を達成することができました。昨年、最新のトイレに替えたことによる節水効果が引き続きあったと思われます。引き続き節水意識を高め、削減に引き続き取り組んでいきます。
	(6) 環境対応商品（リサイクル特約）・サービス提供
	目標110件に対し、実績９６件で目標を達成できませんでした。2023年1月の自動車保険改定で新しくできた特約との兼ね合いもあり、販売件数が伸び悩んだことと、車の買い替えによる特約削除の影響もあったと思われます。また、現在web約款・eco保険証券の推進や申し込み手続きのペーパレス化を推進しています。　引き続き環境対応商品の充実に努めます。
	(7) 地域社会連携
	目標を達成しました。今後も月1回の清掃を実施していきます。
	(8) SDGsの学習等
	社内会議の中で、月1回勉強会を実施できました。来期も、社内の会議の中で時間をとって学習していきたいです。
	８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
	当社に関係のある法令は、廃棄物処理法、家電リサイクル法、自動車リサイクル法、愛知県条例ですが、家電リサイクル法、自動車リサイクル法に該当する廃棄はありませんでした。その他の環境関連法規への違反はありません。なお、訴訟や関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。
	９．代表者による全体評価と見直し・指示
	「エコアクション２１」活動を始め13年目の本年度は、1項目を除き総量、原単位とも達成となりましたが、今年度よりコロナ自粛勤務体制から通常業務体制への変更により前年度比べ活動量も増えつつある中の多くの目標を達成できたことは素晴らしいことでした。今後もテレワークの定着、非面談、DXの推進による効率的な営業活動をさらに進め、CO2削減活動をより進めていきます。（202３/4/15）

